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坂志帆，加村 裕，石木 学，岩田 実，八木邦公，戸邉一之．ステロイド使用時における血糖変動とインスリン
分泌能の関連．第 61 回日本糖尿病学会年次学術集会（ポスター）；2018 May 24-26；東京． 
39) 上野麻子，角 朝信，朴木久恵，大村佳之，桑野剛英，佐野 功，中嶋 歩，渡邊善之，岡部圭介，瀧川章子，藤
坂志帆，石木 学，岩田 実，和田 努，笹岡利安，八木邦公，戸邉一之．高齢者における外来での随時 CPI を用
いたインスリン治療の必要性の評価．第 61 回日本糖尿病学会年次学術集会（ポスター）；2018 May 24-26；東京． 
40) 桑野剛英，朴木久恵，上野麻子，渡邊善之，中嶋 歩，角 朝信，岡部圭介，福田一仁，藤坂志帆，石木 学，岩
田 実，八木邦公，薄井 勲，戸邉一之．2 型糖尿病患者における持続血糖測定での血糖変動と糖尿病関連の指標
との解析．第 61 回日本糖尿病学会年次学術集会（ポスター）；2018 May 24-26；東京． 
41) 佐野 功，大村佳之，中嶋 歩，角 朝信，朴木久恵，石木 学，岩田 実，八木邦公，戸邉一之．カベルゴリン




42) 平井孝弘，㔟藤善大，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，山田 徹，
猪又峰彦，戸邉一之，林 龍二．抗 VGCC 抗体陽性の傍腫瘍性脳炎の 1 例．第 80 回呼吸器合同北陸地方会；2018 Jun 
9-10；金沢． 
43) 梶川清芽，岡澤成祐，㔟藤善大，平井孝弘，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，市川智巳，
戸邉一之，山田 徹，林 龍二，松井祥子，山本善裕．MAC に準じた 3 剤治療で解熱が得られた Mycobacterium 
Shimoidei 感染症の 1 例．第 80 回呼吸器合同北陸地方会；2018 Jun 9-10；金沢． 




背景と治療効果の検討．第 67 回日本アレルギー学会学術大会；2018 Jun 22-24；千葉． 
46) 川高正聖，朴木博幸，奥村麻衣子，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之，藤岡勇人，掛下幸太，小池 勤．
TNF 阻害薬で加療中の関節リウマチ患者に急速進行性糸球体腎炎をきたした 1 例．第 235 回北陸地方会；2018 Jun 
17；金沢． 
47) 今西信悟，平井孝弘，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，三輪敏郎，戸邉一之，山田 徹，
林 龍二，松井祥子．ニボルマブ投与中に筋炎を発症し、筋生検を施行した肺扁平上皮癌の 1 例．第 73 回日本肺癌
学会北陸支部学術集会；2018 Jul 7；金沢． 
48) 並河大器，岡澤成祐，平井孝弘，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，三輪敏郎，戸邉一之，
山田 徹，林 龍二，松井祥子．TS-1 内服中にサイトメガロウィルス腸炎を発症した肺腺癌の 1 例．第 73 回日本
肺癌学会北陸支部学術集会；2018 Jul 7；金沢． 
49) 藤坂志帆，Kahn CR，戸邉一之．腸内細菌叢、食事、遺伝背景による代謝産物の変化と糖代謝．第 36 回内分泌代謝
サマーセミナー；2018 Aug 2-4；蔵王． 
50) 三原 弘，石木 学，野上達也，岡澤成祐，北島 勲．医学生同士で一連の診療を練習する学習コンテンツ作成の
試み．第 50 回医学教育学会大会；2018 Aug 3-4；東京． 
51) 藤坂志帆，Kahn CR，戸邉一之．腸内細菌叢による代謝産物の劇的変化と糖代謝．第 23 回アディポサイエンス・シ
ンポジウム；2018 Aug 18；大阪． 
52) Nawaz A, Kado T, Nakagawa T, Saeki K, Usui I, Fujisaka S, Tobe K. Depletion of CD206 M2 macrophages promote insulin 
sensitivity and adipocyte progenitor’s proliferation. 第 23 回アディポサイエンス・シンポジウム（ポスター）；2018 Aug 
18；大阪． 
53) 木戸敏喜，朴木博幸，大村佳之，浅野諒子，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．皮膚筋炎患者のステロ
イド増量中に発症した播種性クリプトコックス症の一例．第 30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
54) 浅野諒子，伊藤 聡，小林大介，長谷川絵理子，中園 清，村澤 章，成田一衛，多喜博文，戸邉一之，石川 肇．
アログリプチンのステロイド糖尿病への有用性ならびに関節リウマチでの関節炎への影響の検討．第 30 回中部リウ
マチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
55) 川高正聖，朴木博幸，山﨑美帆，奥村麻衣子，藤岡勇人，掛下幸太，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．
生物学的製剤使用関節リウマチ患者に発症した急速進行性糸球体腎炎の 2 例報告．第 30 回中部リウマチ学会；2018 
Aug 31-Sep 1；名古屋． 
56) 杉下尚徳，山崎美帆，浅野諒子，木戸敏喜，朴木博幸，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．胸膜炎を契機に診断さ
れた高齢発症全身性エリテマトーデスの一例．第 30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
57) 山﨑美帆，林 加奈，杉下尚徳，浅野諒子，木戸敏喜，朴木博幸，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．顕微鏡的多
発血管炎（MPA）と IgA 血管炎（IgAV）のオーバーラップが疑われた一例．第 30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 
1；名古屋． 
58) 小野瀬崇文，朴木博幸，杉下尚徳，山﨑美帆，浅野諒子，木戸敏喜，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之，掛下幸太．
SLE に合併した蛋白漏出性胃腸症の 1 例．第 30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
59) 渡辺哲郎，藤永 洋，北原英幸，篠田晃一郎，引網宏彰，高橋宏三．当科におけるバリシチニブ導入例の検討．第
30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
60) 藤永 洋，渡辺哲郎，北原英幸，引網宏彰，篠田晃一郎，高橋宏三．トファシチニブ自験例の検討．第 30 回中部リ
ウマチ学会；2018 Aug 31-Sep 1；名古屋． 
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61) 松井祥子，篠田晃一郎，岡澤成祐，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，今西信悟，猪又峰彦，多喜博文，戸邉一之．
診断後に経過観察を行った IgG4 関連疾患の転帰．第 27 回日本シェーグレン症候群学会学術集会；2018 Sep 14-15；
小倉． 
62) 戸邉一之．2 型糖尿病の成因と治療．第 92 回日本糖尿病学会中部地方会（指定講演）；2018 Sep 22-23；名古屋． 
63) 岡澤成祐．家事育児は日常業務～共働きで子育て中の男性医師の立場から～．第 92 回日本糖尿病学会中部地方会（ワ
ークショップ）；2018 Sep 22-23；名古屋． 
64) 桑野剛英，朴木久恵，圓角麻子，渡邊善之，西村 歩，角 朝信，岡部圭介，藤坂志帆，八木邦公，戸邉一之．1
型糖尿病・糖尿病性舞踏病の精査加療を機に発覚したクリプトコッカス髄膜炎の一例．第 92 回日本糖尿病学会中部
地方会；2018 Sep 22-23；名古屋． 
65) 多喜博文．WoCBA 世代の関節リウマチ患者診療における、産婦人科医とリウマチ医の連携の重要性．第 66 回北日
本産科婦人科学学術集会ランチョンセミナー1；2018 Sep 29；富山． 
66) 稲川慎哉，瀧川章子，圓角麻子，桑野剛英，渡邊善之，朴木久恵，八木邦公，戸邉一之，山﨑秀憲，三原 弘．下
剤変更を契機に改善した若年者の偽性 Bartter 症候群の 1 例．第 236 回北陸地方会；2018 Sep 30；富山． 
67) 戸邉一之，藤坂志帆，朴木久恵，八木邦公．女性医師が活躍しないと発展しない教室の責任者として．第 39 回日本
肥満学会（シンポジウム）；2018 Oct 7-8；神戸． 
68) Allah Nawaz，五十嵐喜子，角 朝信，岡部圭介，八木邦公，中川 崇，藤坂志帆，戸邉一之．CD206 M2-like macrophages 
regulate adipocyte prodenitors proliferation via Tgfb signaling．第 39 回日本肥満学会（若手研究奨励賞）；2018 Oct 7-8；
神戸． 
69) 朴木久恵，八木邦公，稲川慎哉，圓角麻子，桑野剛英，西村 歩，渡邊善之，角 朝信，岡部圭介，瀧川章子，藤
坂志帆，石木 学，岩田 実，手丸里恵，戸邉一之．カベルゴリン治療によって HbA1c、肥満が改善した 2 型糖尿
病合併のプロラクチノーマの 1 症例．第 39 回日本肥満学会；2018 Oct 7-8；神戸． 
70) 藤坂志帆，Kahn C.Ronald，戸邉一之．腸内細菌叢による代謝産物の劇的変化と糖代謝．第 39 回日本肥満学会；2018 
Oct 7-8；神戸． 
71) 岡部圭介，西田康宏，Allah Nawaz，藤坂志帆，八木邦公，角 朝信，五十嵐喜子，薄井 勲，中川 崇，戸邉一之．
NAD合成酵素Namptは代謝リプログラミングを介して前駆脂肪細胞分化を制御する．第39回日本肥満学会；2018 Oct 
7-8；神戸． 
72) 岡部圭介，西田康弘，Allah Nawaz，藤坂志帆，八木邦公，角 朝信，五十嵐喜子，薄井 勲，中川 崇，戸邉一之．
NAD は代謝リプログラミングを介して前駆脂肪細胞分化を制御する．第 39 回日本肥満学会；2018 Oct 7-8；神戸． 
73) 小林正稔，大杉 満，笹子敬洋，栗澤元晴，梅原敏弘，岩根亜弥，小林直樹，岡崎由希子，窪田直人，鈴木 亮，
脇 裕典，堀内恵子，濱窪隆雄，児玉龍彦，青江誠一郎，戸邉一之，門脇 孝，植木浩二郎．RNA メチル基転移酵
素複合体 WTAP-METTL3-METTL14 は細胞周期制御を介して肥満の病態に関与する．第 39 回日本肥満学会；2018 Oct 
7-8；神戸． 
74) 藤坂志帆，薄井 勲，Nawaz Allah，五十嵐喜子，角 朝信，岡部圭介，八木邦公，中川 崇，戸邉一之．防風通聖
散による腸内細菌叢と介した糖代謝改善作用．第 39 回日本肥満学会（ポスター）；2018 Oct 7-8；神戸． 
75) 圓角麻子，瀧川章子，朴木久恵，角 朝信，藤坂志帆，八木邦公，戸邉一之．フォーミュラ食によりさらなる腎機
能低下を認めた CKD 合併の肥満症の一例．第 39 回日本肥満学会（ポスター）；2018 Oct 7-8；神戸． 
76) 戸邉一之，アラーナワズ，角 朝信，藤坂志帆，八木邦公．脂肪組織マクロファージによるインスリン感受性の調
節．第 33 回日本糖尿病合併症学会；2018 Oct 19-20；東京． 
77) 岡澤成祐，平井孝弘，田中宏明，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，山田 徹，林 龍二，
松井祥子，傍島光男，戸邉一之．オシメルチニブ再投与により繰り返し心不全をきたした肺腺癌の 1 例．第 81 回呼
吸器合同北陸地方会；2018 Oct 27-28；福井． 
78) 徳井宏太郎，平井孝弘，田中宏明，下川一生，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，山田 徹，三輪敏郎，
松井祥子，猪又峰彦，戸邉一之，林 龍二．肺 Mycobacterium shinjukuense 感染症の 1 例．第 81 回呼吸器合同北陸
地方会；2018 Oct 27-28；福井． 
79) 八木邦公，朴木久恵，圓角麻子，瀧川章子，稲川慎哉，桑野剛英，渡邊善之，西村 歩，角 朝信，岡部圭介，藤
坂志帆，石木 学，岩田 実，戸邉一之．手術加療を要した甲状腺機能亢進症 5 症例の心電図所見の検討．第 28 回
臨床内分泌代謝 Update；2018 Nov 2-3；福岡． 
80) 岩田 実，朴木久恵，圓角麻子，瀧川章子，渡辺善之，西村 歩，桑野剛英，角 朝信，岡部圭介，藤坂志帆，石
木 学，八木邦公，戸邉一之．縦隔内まで進展し気管の圧迫を認めた巨大腺腫様甲状腺腫の 1 例．第 28 回臨床内分
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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泌代謝 Update；2018 Nov 2-3；福岡． 
81) 木戸敏喜，松井祥子，平井孝弘，大村佳之，川高正聖，奥村麻衣子，津田玲奈，朴木博幸，篠田晃一郎，多喜博文，
戸邉一之．治療経過中発症した副鼻腔炎の鑑別を要した中耳炎先行の多発血管炎性肉芽腫症の一例．第 38 回日本サ
ルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会；2018 Nov 2-3；東京． 
82) 渡邊善之，稲川慎哉，圓角麻子，瀧川章子，朴木久恵，藤坂志帆，八木邦公，戸邉一之．多発性内分泌腫瘍症が疑
われた原発性アルドステロン症合併のインスリノーマの一例．第 18 回日本内分泌学会北陸支部学術集会；2018 Nov 
10；金沢． 
83) 岡部圭介，西田康弘，Allah Nawaz，藤坂志帆，八木邦公，角 朝信，五十嵐喜子，薄井 勲，中川 崇，戸邉一之．




1) 藤坂志帆．腸内細菌叢と糖代謝異常．Insulin Expert Seminar in Tochigi；2018 Jun 1；栃木． 
2) 戸邉一之．脂肪組織 M2 マクロファージによるインスリン感受性の調節．第 8 回道灌山セミナー2018；2018 Feb 3；
東京． 
3) 藤坂志帆．糖尿病と腸内細菌叢．協和発酵キリン社内講演会；2018 Feb 9；富山． 
4) 川高正聖．関節リウマチに対し生物学的製剤で治療中に急速進行性糸球体腎炎をきたした一例．第 6 回富山膠原病
研究会；2018 Feb 9；富山． 
5) 戸邉一之．日本人 2 型糖尿病の治療戦略．第 32 回日本糖尿病・肥満動物学会イブニングセミナー；2018 Feb 23；名
古屋． 
6) 多喜博文．関節リウマチとはどんな治療をするの？．関節リウマチ市民公開講座 in 富山市；2018 Feb 25；富山． 
7) 多喜博文．ステロイドの正しい使い方．平成 29 年度第 18 回研修医イブニングセミナー；2018 Mar 2；富山． 
8) 篠田晃一郎．リウマチ、膠原病診療における骨粗鬆症治療．リウマチセミナー；2018 Mar 2；富山． 
9) 戸邉一之．糖尿病治療と糖尿病重症化予防対策について．管理栄養士・栄養士等研修会；2018 Mar 9；富山． 
10) 松井祥子，猪又峰彦，岡澤成祐，平井孝弘，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，今西信悟，
山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．IgG4 関連疾患とアレルギー．第 11 回 IgG4 研
究会；2018 Mar 10；松本． 
11) 戸邉一之．肥満脂肪組織病態学－白色・褐色脂肪細胞制御－．Scientific exchange meeting in tochigi；2018 Apr 20；栃
木． 
12) 山﨑美帆．多彩な皮疹と急速進行性間質性肺炎を呈した抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎の一例．第 4 回筋炎と免疫研究
会；2018 Jun 15；富山． 




例．第 39 回富山免疫アレルギー研究会；2018 Jun 21；富山． 
15) 戸邉一之．眼で見てわかる 24 時間の血糖値．第 51 回地域連携研修会；2018 Jul 5；富山． 
16) 多喜博文．関節炎の鑑別、リウマチ最新治療．第 51 回地域連携研修会；2018 Jul 5；富山． 
17) 猪又峰彦．富山大学呼吸器内科における胸部異常陰影に対する診療と肺がん薬物治療．第 51 回地域連携研修会；2018 
Jul 5；富山． 
18) 戸邉一之．2 型糖尿病の最新の話題．富山県内科医会特別講演会；2018 Jul 26；富山． 
19) 篠田晃一郎．全身性エリテマトーデスに伴う肺動脈性肺高血圧症の長期経過．第 9 回富山肺高血圧症研究会；2018 Jul 
27；富山． 
20) 浅野諒子．大血管炎合併 atypical Cogan 症候群について．北陸リウマチ疾患セミナー；2018 Aug 4；金沢． 
21) 藤坂志帆．腸内細菌叢が代謝に与えるインパクト．第 2 回かながわ分子糖尿病研究会；2018 Aug 17；横浜． 
22) 戸邉一之．脂肪組織マクロファージによるインスリン感受性の調節．第 23 回アディポサイエンス・シンポジウム ラ
ンチョンセミナー；2018 Aug 18；大阪． 
23) 渡辺哲郎，宮本佐智子，北原英幸，引網宏彰，篠田晃一郎，宮田美香子，藤永 洋．当科における関節リウマチ教
育の試み．第 13 回富山リウマチ・トータルマネジメント研究会；2018 Sep 8；富山． 
− 66 − − 67 −
24) 篠田晃一郎．AS に対するアダリムマブ増量の使用経験．第 2 回 TOYAMA 免疫・膠原病・眼炎症 seminar；2018 Sep 
28；富山． 
25) 朴木博幸．ステロイドの正しい使い方と副作用対策．平成 30 年度第 9 回研修医イブニングセミナー；2018 Oct 5；
富山． 
26) 戸邉一之．脂肪組織マクロファージによるインスリン感受性の調節．フォーラム富山「創薬」第 48 回研究会；2018 
Oct 9；富山． 
27) 八木邦公．肥満と心臓や血管の病気．第 30 回日本医学会総会 2019 中部プレイベント富山市民公開講座；2018 Oct 13；
富山． 
28) 圓角麻子．肥満の診断と病態．第 30 回日本医学会総会 2019 中部プレイベント富山市民公開講座；2018 Oct 13；富
山． 
29) 戸邉一之．マクロファージによるインスリン感受性の調節：前駆脂肪細胞のニッチとしてのマクロファージ．免疫
バイオ・創薬探索研究講座シンポジウム；2018 Oct 22；富山． 
30) 戸邉一之．2 型糖尿病の病態と治療戦略．第 41 回岡山生活習慣病懇話会；2018 Oct 23；岡山． 
31) 篠田晃一郎．MTX の使い方．富山大学学内連携の会；2018 Oct 24；富山． 
32) 戸邉一之．脂肪組織マクロファージによるインスリン感受性の調節．関西医科大学 Diabetes Research Forum；2018 Oct 
31；大阪． 
33) 多喜博文．関節リウマチでの取り組みと今後の展望．Expert interactions in clinical intelligence (EICI)；2018 Nov 4；大
阪． 
34) 戸邉一之．2 型糖尿病の病態と治療．第 29 回山口臨床糖尿病研究会；2018 Nov 5；山口． 
35) 戸邉一之．SGLT2 阻害薬を最大限に活かす－空腹時インスリンから考える最適な患者－．デベルザ WEB カンファ
レンス；2018 Nov 9；東京． 
36) 藤坂志帆．腸内細菌叢が代謝に与えるインパクト～子連れ留学で学んだこと～．Meet the Specialist；2018 Nov 11；
京都． 
37) 戸邉一之．消化管出血による貧血を来たした肺大細胞神経内分泌癌（総括）．富山県内科医会 CPC；2018 Nov 15；
富山． 
38) 岡澤成祐．消化管出血による貧血を来たした肺大細胞神経内分泌癌（症例担当）．富山県内科医会 CPC；2018 Nov 15；
富山． 
39) 戸邉一之．2 型糖尿病診療の最近の進歩．第 36 回済生会高岡病院教養セミナー；2018 Nov 28；富山． 
40) 藤坂志帆．肥満による脂肪組織の慢性炎症とインスリン抵抗性の発症機序に関する研究．第 2 回富山大学学長賞 受
賞記念講演；2018 Nov 28；富山． 
41) 戸邉一之．魚好きで大して肥満でもないのにメタボ・糖尿病が多いのはなぜ？．医療ルネサンス北陸フォーラム；
2018 Nov 30；富山． 
42) 朴木博幸．トシリズマブ投与により改善した治療抵抗性の高安動脈炎の 1 例．Large vessel vasculitis forum in toyama；
2018 Dec 7；富山． 
43) 藤坂志帆．糖尿病の病態と治療における腸内フローラの役割．武庫川 Diabetes Conference 2018；2018 Dec 8；伊丹． 
44) 圓角麻子，朴木久恵，米田徳子，稲川慎哉，桑野剛英，西村 歩，渡邊善之，角 朝信，岡部圭介，瀧川章子，藤
坂志帆，石木 学，岩田 実，八木邦公，齋藤 滋，戸邉一之．第一子の妊娠糖尿病の管理に必要であった 34 単位
のインスリンが、第二子妊娠時には不要であった一例．第 97 回北陸糖尿病集談会；2018 Dec 8；金沢． 
45) 岡澤成祐．新しい喘息予防・管理ガイドラインと生物学的製剤の位置づけ．第 433 回富山県病院薬剤師会学術講演
会；2018 Dec 22；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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